
ネイピア数 eの性質

関数ｙ = ax 上の点 (0,1)における接線の傾きが 1となる aを eとする。

微分の定義より、　
lim
h→0

eh − 1

h
= 1 (1)

となる。これを定義にしている場合が結構ある。

図 1: y = ex と y = logxのグラフ

図１は、y = ex と y = logxのグラフ である。　直線 y = xに関して対称で
ある。

関数ｙ = logx 上の点 (1,0)における接線の傾きが 1となる。　
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微分の定義より

lim
h→0

log(1 + h)

h
= 1 (2)

(2)より、(3)を導くことができる。これを eの定義にしている場合もある。

lim
h→0

(1 + h)
1
h = e (3)

少し形を変えよう。 1
h = nとおくと、h→ 0 のとき　 n→∞　より

lim
n→∞

(
1 +

1

n

)n

= e (4)

二項定理を利用して
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(5)の右辺の各項を一般化して、ｋで表すと

n(n− 1)(n− 2)(n− k + 1)

k!

(
1

n

)k

(6)

n→∞ のとき

1

k!
　 (7)

となる。つまり　 eは
∞∑
k=0

1

k!
(8)

と表すことができる。
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（参考）

図 2: ネイピア数 eの値
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